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■第130回通常議員総会を開催
　平成27年度事業報告
■日本商工会議所の動き/商工会議所の動き（7月）
■早期景気観測（LOBO）調査第１四半期結果
■相談所だより
　・経営安定特別相談室のご案内
■経営発達支援計画  第1回評価検討委員会を開催
　/建設業部会が見学会を開催
■リレー随想（その195）
■会員探訪
■会議所インフォメーション
　貸会場案内/役員議員紹介『素顔』
■議員改選日程
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　7月24日、日立市民球場で準決勝・決勝戦が行われ、
株式会社日立ライフが3年連続3回目の優勝を飾りま
した。

第57回 会頭杯野球大会
株式会社日立ライフが3年連続3回目の優勝を飾る

かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ日立市内の好きな場所（その⑤）：海岸線
画像提供： ケーブルテレビJWAY
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特 別 講 演 会
JX金属株式会社日立事業所長　小野 寛氏（右）、株式会社日立製作所日立事業所長　村山貢一氏（中央）、

三菱日立パワーシステムズ株式会社日立工場地域統括　福田寿士氏（左）
経営発達支援計画キックオフセミナー日立市スーパープレミアム商品券発行事業

　制度金融による資金調達支援、経営安定相談事業の強

化、経営強化支援セミナー等の開催、経営発達支援計画

の実施。

《部会》

商業部会　地域イベント支援、人材育成支援（ひたち立商

塾の設立）

工業部会　受発注機会の拡大支援（日立地区製造業活性化

協議会の共同運営）、ものづくり経営・技術革新支援、

人材育成支援（高校生の職場体験事業・日立地区デュア

ルシステム事業支援）

建設業部会　経営強化支援（市内外の施設等開発事例研究）、

　人材確保・育成支援

金融財務業部会　部会員による財務・経営支援（経済・金

融市場の情報提供）、部会員間の情報交換（部会員共通

課題の検討）

観光環衛業部会　イベント支援および食による賑わい創出

　（市内業界イベント支援協力）、関係機関との連携強化

交通運輸業部会　業界イメージアップ研究（先駆的施設事

例の情報交換、高校生のインターンシップ事業、部会

員間の情報交換）

文化産業部会　会員交流事業の実施、部会員間の情報交換

（マイ・ビジネス紹介セミナーの継続）

《委員会》

運営委員会　組織財政基盤強化に関する研究（庶務・財務

等に関する調査研究、県連政策委員会への要望事項調整、

講演会）

会員サービス委員会　会員福利厚生向上支援（健康管理支

援事業の拡充、社員等表彰事業）、会員親睦事業の実施

（会員交流会の実施、スポーツ事業）、各種検定試験の

実施

産業振興対策委員会　ものづくりを伝承する地域を目指し

た取組策の研究（茨城県立日立産業技術専門学院等支援

機関の活用研究）

情報化委員会　魅力ある情報発信の研究（かいぎしょＮＥ

ＷＳ・市民版の発行、ホームページを活用した情報発信、

地域情報メディアとの連携研究）

観光委員会　観光関連事業の実施・協力（さくらまつり関

連事業の実施、既資源利活用による交流人口増加策研

究）

《特別事業》

　日立市スーパープレミアム商品券発行事業 （発行総額

5億7,300万円、加盟店登録765店）

　会議所基盤事業の促進「産業活性化と豊かなまちづくり

への要望活動、組織財政強化活動、女性会・青年部の運

営支援」

平成27年度に実施した主な事業

平成27年度　支出の部　支出合計246,826千円平成27年度　収入の部　収入合計284,511千円

平成27年度事業と収支決算を審議した役員・議員

1 中小・小規模事業者の経営支援

2 部会・委員会活動の活発化

3 運営基盤の強化
会
頭
挨
拶
の
概
要

　景
気
の
動
向
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
体
的
に
は
緩
や
か
に
回

復
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
株
価
や
為
替
の
不
安

定
な
動
き
が
マ
イ
ン
ド
の
低
下

を
ま
ね
き
、
個
人
消
費
や
設
備

投
資
、
輸
出
が
停
滞
す
る
な
ど
、

先
行
き
に
対
し
慎
重
な
見
方
も

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　私
ど
も
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、
世
界
経
済
の
大
き

な
構
造
転
換
が
進
む
な
か
で

益
々
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
問
題
を
は

じ
め
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
に
よ
る
競
争
が
激
化
し
、
受

注
や
雇
用
に
対
す
る
先
行
き
の

不
透
明
感
が
拭
え
ず
に
、
生
産

や
消
費
が
低
迷
す
る
な
ど
厳
し

い
状
況
が
な
お
続
い
て
お
り
ま

す
。　経

済
、
社
会
と
も
に
激
し
く

変
化
す
る
時
代
を
迎
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
変
化
に
対
し
ま
し
て

は
、
新
た
な
発
想
を
も
っ
て
前

向
き
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　当
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
会

員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
持
続

的
発
展
へ
の
支
援
や
、
地
域
商

工
業
の
改
善
発
展
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
て
、
部
会
や

委
員
会
事
業
を
一
層
強
化
し
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　特
に
、
経
営
支
援
で
は
、
金

融
や
税
務
な
ど
経
営
の
基
礎
的

な
部
分
へ
の
支
援
を
強
化
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
日
立

市
さ
ん
と
と
も
に
「
日
立
市

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
す
が
、
企
業
や
業
界
の

自
立
的
発
展
に
む
け
て
、
関
係

業
界
や
行
政
と
の
連
携
の
も
と
、

時
宜
を
得
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
地
域
の
発
展
や

賑
わ
い
・
交
流
を
支
え
る
も
の

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
ソ
フ

ト
部
分
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

道
路
・
港
湾
・
鉄
道
な
ど
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
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引
き

続
き
関
係
機
関
と
と
も
に
、
提

言
要
望
活
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強
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し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　総
会
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秋
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頭
の
挨
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（
別
記
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続
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、
小
川
春
樹

日
立
市
長
の
祝
辞
の
後
、
秋
山

会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
事
業
報
告
で

は
、『
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に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
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げ
、①
中
小
・
小
規
模
事

業
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経
営
支
援
②
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・
委
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会
活
動
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化
③
運
営
基
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。
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と

５
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業
、
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）
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収
支
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、
全
議
案
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案
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認
し
ま
し

た
。　続

い
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欠
選
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の

件
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つ
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審
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し
、
観
光
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衛
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松
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（
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式
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社
天
地
閣
）
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た
に
常

議
員
に
選
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に

　
　
　む
け
て
部
会
・
委
員
会
活
動
を
中
心
に
展
開

○平成27年度事業・収支決算を承認

　７月25日、ホテル天地閣で平成27年度事業と一般・特別会
計の収支決算を承認する第130回通常議員総会を開催しました。
　当日は秋山会頭はじめ役員・議員89人（内、委任状提出者46
人）が出席しました。

第130回 通常議員総会を開催

会費・負担金
28%
79,474

事業費 15%
36,551

給与費 44%
109,338福利厚生費 7%

17,496

事務・
会館管理費
15%
39,420

その他 19%
44,021

その他 6%
19,930

繰越金 10%
28,269

交付金 24%
67,277

事業収入 32%
89,561

※日立市スーパープレミアム商品券発行事業特別会計
　特退金掛金・給付受取を除く

※日立市スーパープレミアム商品券発行事業特別会計
　特退金給付・共済事業積立を除く

（単位：千円） （単位：千円）
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交
流
を
支
え
る
も
の

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
ソ
フ

ト
部
分
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

道
路
・
港
湾
・
鉄
道
な
ど
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
関
係
機
関
と
と
も
に
、
提

言
要
望
活
動
を
強
化
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　総
会
は
秋
山
会
頭
の
挨
拶

（
別
記
）
に
続
き
、
小
川
春
樹

日
立
市
長
の
祝
辞
の
後
、
秋
山

会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　平
成
27
年
度
事
業
報
告
で

は
、『
変
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

を
掲
げ
、①
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
経
営
支
援
②
部
会
・
委

員
会
活
動
の
活
発
化
③
運
営
基

盤
の
強
化
な
ど
重
点
事
項
を
精

力
的
に
展
開
し
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

事
業
推
進
に
伴
う
一
般
会
計
と

５
特
別
会
計
（
中
小
企
業
相
談

所
、
法
定
台
帳
関
係
費
、
特
定

退
職
金
共
済
、
日
立
市
ス
ー

パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
、
退
職
給
与
積
立
金
）
で
、

収
支
決
算
を
審
議
し
、
全
議
案

と
も
原
案
通
り
承
認
し
ま
し

た
。　続

い
て
常
議
員
補
欠
選
任
の

件
に
つ
い
て
審
議
し
、
観
光
環

衛
業
部
会
の
松
野
雅
章
氏
（
株

式
会
社
天
地
閣
）
を
新
た
に
常

議
員
に
選
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に

　
　
　む
け
て
部
会
・
委
員
会
活
動
を
中
心
に
展
開

○平成27年度事業・収支決算を承認

　７月25日、ホテル天地閣で平成27年度事業と一般・特別会
計の収支決算を承認する第130回通常議員総会を開催しました。
　当日は秋山会頭はじめ役員・議員89人（内、委任状提出者46
人）が出席しました。

第130回 通常議員総会を開催

会費・負担金
28%
79,474

事業費 15%
36,551

給与費 44%
109,338福利厚生費 7%

17,496

事務・
会館管理費
15%
39,420

その他 19%
44,021

その他 6%
19,930

繰越金 10%
28,269

交付金 24%
67,277

事業収入 32%
89,561

※日立市スーパープレミアム商品券発行事業特別会計
　特退金掛金・給付受取を除く

※日立市スーパープレミアム商品券発行事業特別会計
　特退金給付・共済事業積立を除く

（単位：千円） （単位：千円）
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超大型天井ファン
大風量・低速回転

違いは風にあり。
大風量・低速回転ファンは敷地内の風をより効率よく循環する事を
目的としてデザインされています。
最適化された低速回転によりRite-Hiteのファンは最も安いコストで
最も大きなエリアの空気をより多く動かすようデザインされています。
最大で３０％の空調コスト削減に繋がります。

リース・レンタルをご希望の際は、
ご相談ください。

【設置例】
・流通センター ・製造工場 ・体育館
・倉　庫 ・イベント会場 ・球　場 など

〒317-0063 茨城県日立市若葉町1-17-5 前野ビル
TEL（0294）23-0233  FAX（0294）23-0234
E-mail：shoene-plaza@maenoshoji.co.jp

前野商事株式会社
Rite-Hiteファン販売・取付・メンテナンス

RITE・HITE FANS

屋外設置可能。イベントなどの暑さ対策に最適!!

ゆっくり、やさしい、
　　　　　　大きな風。

は、
床に設置する自立型です。

最大で３
０％の

空調コスト
削減

が可能！！

業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　自動車関連は増加傾向にあ

ったが、建設機械、家電関連は

需要低迷により受注減少傾向

となり、新規受注や、自社製品

の好調なところもあるが、中国

向け輸出の減少やイギリスの

ＥＵ離脱など懸念材料も多く、

先行きに対する不透明感から

慎重な見方が多い。

　消費者の不要な支出を控

える傾向が続き、全体的な売

上は伸び悩んでいる。消費税

増税の再延期による消費者

マインド改善を期待する声

も聞かれるが、需要減・供給

過剰の環境下での価格競争

によるデフレ化の進行も懸

念されている。

　民間工事、公共工事共に発

注数が減少する中、慢性的な

人材不足による受注機会の

損失や人件費の上昇が足か

せとなっている。

　消費税増税を含めた景気

の不透明感や金融市場の不

安定な推移による設備投資

延期の動きもあり、先行きへ

の慎重な見方が続く。

　観光・物流関連では、燃料

費が抑えられる一方、ドライ

バー不足や人材確保に伴う

人件費上昇が足かせとなり、

物量も伸び悩んでいること

から一進一退の状況が続く。

飲食業関連では、4月の歓送

迎会シーズンにより売上は

増加したものの、客単価は低

く節約志向の高まりが伺え

る。

●全産業の業況は、▲33.3と前回調査時（▲18.1）から15.2ポイント悪化した。今後の見通しでは▲29.6となり、

中小企業の景況感は足元で弱い動きが見られている。

●製造業においては、▲15.0と前回調査時（▲22.7）から7.7ポイント改善した。今後の見通しでは▲20.0と再び悪

化する予想となったが、「好転」から「不変」への変化が主因であり、依然として先行きに対する不透明感強く足踏み

状態が続く。

●小売業においては、▲23.1と前回調査時（▲8.0）から15.1ポイント悪化した。今後の見通しでも、▲23.1と、消費

マインド改善を期待する声もあるが、景気の不透明感が増す中、先行きへの慎重な見方が続く。

●建設業においては、▲66.7と前回調査時（▲35.3）から31.4ポイントマイナス幅が拡大した。今後の見通しでは▲

40.0と改善が見られる予想となったが水準は依然として厳しい。

●サービス業においては、▲40.0と前回調査時（▲10.5）から29.5ポイント悪化した。今後の見通しでも▲40.0が

予想され、改善に向けた動きも鈍く足踏み状態が続く予想となった。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

20

80.0

小売業

30

26

86.7

建設業

20

15

75.0

サービス業

25

20

76.0

計

100

81

81.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

7月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成28年度第1四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第4四半期

▲18.1

▲22.7

▲8.0

▲35.3

▲10.5

第2四半期 第1四半期

▲33.3

▲15.0

▲23.1

▲66.7

▲40.0

▲31.1

▲50.0

▲35.7

▲12.5

▲19.1

第3四半期

▲24.1

▲50.0

▲16.0

▲29.4

0.0

今後の見通し
（7月～9月）

▲29.6

▲20.0

▲23.1

▲40.0

▲40.0

平成28年度平成27年度

製 造 業 サービス業全 産 業 小 売 業 建 設 業

0

－20

－30

－10

－40

－50

－60

－70
27/2四半期　　27/3四半期　　27/4四半期　　28/1四半期　28/2四半期見通し 7月1日 監事会

 文化産業部会正副部会長・運営委員合同会議
7月3日　第39回ビジネス実務法務検定試験
7月4日　経営安定特別相談
7月5日　 建設業部会正副部会長会議
 情報化委員会
7月8日　正副会頭会議
7月9日　第78回リテールマーケティング検定試験
7月10日　 第36回福祉住環境コーディネーター検定試験
7月11日　 観光環衛業部会議員協議会
7月12日　 制度融資・補助金説明会
 金融財務業部会意見交換会
7月14日　 常議員会
7月15日　 会員サービス委員会
7月17日　 第3回ビジネスマネジャー検定試験
7月24日　 会頭杯野球大会準決勝・決勝戦
7月25日　 第130回通常議員総会
 消費税軽減税率対策窓口相談等事業講習会
7月27日　建設業部会新庁舎建設工事視察研修
7月28日　経営発達支援計画評価検討委員会

日立商工会議所の動き7月7月7月

日本商工会議所の動き

　日本商工会議所は７月11～13日、京都商工会議所、

京都府商工会議所連合会とともに、京都市で「全国商

工会議所観光振興大会2016in京都」を開催した。大会

には全国から約1400人が参加。「2020年オリンピッ

ク・パラリンピック開催に向けた交流文化・観光の創

造」を大会テーマに、文化を通じた観光立国や地方創

生について議論を深めた。全体会議では、観光の視点

と知恵をあらゆる産業活動に生かすことなどを盛り

込んだ「京都アピール」を採択した。

　全体会議の冒頭にあいさつした日商の三村明夫会

頭は、「観光振興は地方創生の有効な切り札」と強調。

政府が掲げた2020年の外国人旅行者数4000万人とい

う目標達成に向け、空港・港湾の能力増、宿泊施設の充

実や出入国審査などソフトインフラの改善を求めた。

全国商工会議所観光振興大会2016in京都 文化交流で地方創生「京都アピール」採択

あいさつする三村会頭

　7月14日、当所で常議員会を開催しました。

協議では6月の新入会員（⑫面掲載）を承認。続

いて平成28年期日立商工会議所選挙委員選任に

ついて協議し選挙委員5名（松山恒男氏、郡司洋

子氏、日渡貴夫氏、武士洋一氏、小峰保信氏）を

選任しました。（関連記事⑪面掲載）次に7月25

日に開催する第130回通常議員総会に付議する

事項として、平成27年度事業報告、一般会計と

5特別会計（中小企業相談所、法定台帳関係費、

特定退職金共済、スーパープレミアム商品券発行

事業、退職給与積立金）収支決算承認の件、常議

員補欠選任について協議し、全て承認しました。

（関連記事②③面掲載）

　報告では田山専務理事から議員の職を行う者の

変更について、情報化委員会武田委員長から「か

いぎしょＮＥＷＳ市民版発行」について説明があ

りました。

7月の常議員会7月の常議員会

通常議員総会に付議する事項を承認
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超大型天井ファン
大風量・低速回転

違いは風にあり。
大風量・低速回転ファンは敷地内の風をより効率よく循環する事を
目的としてデザインされています。
最適化された低速回転によりRite-Hiteのファンは最も安いコストで
最も大きなエリアの空気をより多く動かすようデザインされています。
最大で３０％の空調コスト削減に繋がります。

リース・レンタルをご希望の際は、
ご相談ください。

【設置例】
・流通センター ・製造工場 ・体育館
・倉　庫 ・イベント会場 ・球　場 など
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前野商事株式会社
Rite-Hiteファン販売・取付・メンテナンス

RITE・HITE FANS

屋外設置可能。イベントなどの暑さ対策に最適!!

ゆっくり、やさしい、
　　　　　　大きな風。

は、
床に設置する自立型です。

最大で３
０％の

空調コスト
削減

が可能！！

業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　自動車関連は増加傾向にあ

ったが、建設機械、家電関連は

需要低迷により受注減少傾向

となり、新規受注や、自社製品

の好調なところもあるが、中国

向け輸出の減少やイギリスの

ＥＵ離脱など懸念材料も多く、

先行きに対する不透明感から

慎重な見方が多い。

　消費者の不要な支出を控

える傾向が続き、全体的な売

上は伸び悩んでいる。消費税

増税の再延期による消費者

マインド改善を期待する声

も聞かれるが、需要減・供給

過剰の環境下での価格競争

によるデフレ化の進行も懸

念されている。

　民間工事、公共工事共に発

注数が減少する中、慢性的な

人材不足による受注機会の

損失や人件費の上昇が足か

せとなっている。

　消費税増税を含めた景気

の不透明感や金融市場の不

安定な推移による設備投資

延期の動きもあり、先行きへ

の慎重な見方が続く。

　観光・物流関連では、燃料

費が抑えられる一方、ドライ

バー不足や人材確保に伴う

人件費上昇が足かせとなり、

物量も伸び悩んでいること

から一進一退の状況が続く。

飲食業関連では、4月の歓送

迎会シーズンにより売上は

増加したものの、客単価は低

く節約志向の高まりが伺え

る。

●全産業の業況は、▲33.3と前回調査時（▲18.1）から15.2ポイント悪化した。今後の見通しでは▲29.6となり、

中小企業の景況感は足元で弱い動きが見られている。

●製造業においては、▲15.0と前回調査時（▲22.7）から7.7ポイント改善した。今後の見通しでは▲20.0と再び悪

化する予想となったが、「好転」から「不変」への変化が主因であり、依然として先行きに対する不透明感強く足踏み

状態が続く。

●小売業においては、▲23.1と前回調査時（▲8.0）から15.1ポイント悪化した。今後の見通しでも、▲23.1と、消費

マインド改善を期待する声もあるが、景気の不透明感が増す中、先行きへの慎重な見方が続く。

●建設業においては、▲66.7と前回調査時（▲35.3）から31.4ポイントマイナス幅が拡大した。今後の見通しでは▲

40.0と改善が見られる予想となったが水準は依然として厳しい。

●サービス業においては、▲40.0と前回調査時（▲10.5）から29.5ポイント悪化した。今後の見通しでも▲40.0が

予想され、改善に向けた動きも鈍く足踏み状態が続く予想となった。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

20

80.0

小売業

30

26

86.7

建設業

20

15

75.0

サービス業

25

20

76.0

計

100

81

81.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

7月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成28年度第1四半期

日立商工会議所全産業
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 文化産業部会正副部会長・運営委員合同会議
7月3日　第39回ビジネス実務法務検定試験
7月4日　経営安定特別相談
7月5日　 建設業部会正副部会長会議
 情報化委員会
7月8日　正副会頭会議
7月9日　第78回リテールマーケティング検定試験
7月10日　 第36回福祉住環境コーディネーター検定試験
7月11日　 観光環衛業部会議員協議会
7月12日　 制度融資・補助金説明会
 金融財務業部会意見交換会
7月14日　 常議員会
7月15日　 会員サービス委員会
7月17日　 第3回ビジネスマネジャー検定試験
7月24日　 会頭杯野球大会準決勝・決勝戦
7月25日　 第130回通常議員総会
 消費税軽減税率対策窓口相談等事業講習会
7月27日　建設業部会新庁舎建設工事視察研修
7月28日　経営発達支援計画評価検討委員会

日立商工会議所の動き7月7月7月

日本商工会議所の動き

　日本商工会議所は７月11～13日、京都商工会議所、

京都府商工会議所連合会とともに、京都市で「全国商

工会議所観光振興大会2016in京都」を開催した。大会

には全国から約1400人が参加。「2020年オリンピッ

ク・パラリンピック開催に向けた交流文化・観光の創

造」を大会テーマに、文化を通じた観光立国や地方創

生について議論を深めた。全体会議では、観光の視点

と知恵をあらゆる産業活動に生かすことなどを盛り

込んだ「京都アピール」を採択した。

　全体会議の冒頭にあいさつした日商の三村明夫会

頭は、「観光振興は地方創生の有効な切り札」と強調。

政府が掲げた2020年の外国人旅行者数4000万人とい

う目標達成に向け、空港・港湾の能力増、宿泊施設の充

実や出入国審査などソフトインフラの改善を求めた。

全国商工会議所観光振興大会2016in京都 文化交流で地方創生「京都アピール」採択

あいさつする三村会頭

　7月14日、当所で常議員会を開催しました。

協議では6月の新入会員（⑫面掲載）を承認。続

いて平成28年期日立商工会議所選挙委員選任に

ついて協議し選挙委員5名（松山恒男氏、郡司洋

子氏、日渡貴夫氏、武士洋一氏、小峰保信氏）を

選任しました。（関連記事⑪面掲載）次に7月25

日に開催する第130回通常議員総会に付議する

事項として、平成27年度事業報告、一般会計と

5特別会計（中小企業相談所、法定台帳関係費、

特定退職金共済、スーパープレミアム商品券発行

事業、退職給与積立金）収支決算承認の件、常議

員補欠選任について協議し、全て承認しました。

（関連記事②③面掲載）

　報告では田山専務理事から議員の職を行う者の

変更について、情報化委員会武田委員長から「か

いぎしょＮＥＷＳ市民版発行」について説明があ

りました。

7月の常議員会7月の常議員会

通常議員総会に付議する事項を承認



お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）
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自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率1.20％（平成28年8月1日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.30％（平成28年8月1日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または経営支援課まで

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特
別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営 安 定特別相談室

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.30％（平成28年8月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内(十王地域を除く)で1年以上継続して同一事
業を営んでおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規
模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは経営支援課まで
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　７
月
27
日
、
建
設
業
部
会
（
松

山
恒
男
部
会
長
）
で
は
、
日
立
市

建
設
業
協
会
、
茨
城
県
建
築
士
会

日
立
支
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
日

立
市
の
主
要
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
新
庁
舎
整
備
事
業
の
建
設

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　新
庁
舎
は
平
成
24
年
に
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
、
平
成
29
年
８
月

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
工
事
が

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新

庁
舎
整
備
は
市
民
に
と
っ
て
も
大

い
に
期
待
す
る
施
設
で
あ
り
、
同

様
に
建
設
業
界
に
と
っ
て
も
大
変

興
味
あ
る
建
物
で
す
。
最
新
の
工

法
を
駆
使
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る

同
施
設
を
、
若
い
技
術
者
に
も
是

非
見
学
し
て
も
ら
い
、
今
後
に
活

か
し
て
欲
し
い
と
の
希
望
か
ら
実

施
し
ま
し
た
。

　当
日
は
関
係
者
約
１
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

２
班
に
分
か
れ
、
設
計
監
理
者
、

施
工
業
者
か
ら
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　松
山
部
会
長
か
ら
は
、「
最
新
工

法
に
よ
る
建
設
工
事
現
場
を
見
る

機
会
は
、
安
全
、
環
境
、
品
質
管

理
、
工
程
管
理
な
ど
、
建
設
に
携

わ
る
私
た
ち
に
と
っ
て
た
い
へ
ん

参
考
に
な
り
、
有
意
義
な
見
学
会

と
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
も
、「
現

場
の
管
理
運
営
、
整
理
が
き
ち
ん

と
さ
れ
て
お
り
、
見
習
う
べ
き
点

が
あ
っ
た
」「
執
務
棟
に
は
日
立
市

の
山
と
海
の
景
色
が
一
望
で
き
る

工
夫
、
そ
の
他
『
み
ん
な
の
広

場
』
や
『
交
通
広
場
』
な
ど
市
民

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
考
え
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
が
と
ら
れ
て
い
て
、

妹
島
和
世
氏
の
地
元
へ
の
思
い
を

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

経営発達支援計画　第1回評価検討委員会を開催経営発達支援計画　第１回評価検討委員会を開催

平成28年度伴走型小規模事業者支援推進事業
消費動向調査
インターネットセミナー
個別相談会
工業製品展示会における出展機会提供
いばらきマルシェ地元特産品展示販売
経営力向上セミナー

経営発達支援計画　第１回評価検討委員会を開催

建
設
業
部
会

　日
立
市
新
庁
舎
建
設
現
場
見
学
会
を
開
催

　７月28日、当所の平成28年度経営発達支援計画第

１回評価検討委員会を開催しました。経済産業大臣か

ら認定された経営発達試験計画に基づき、小規模事業

者を対象に事業計画策定支援や小規模事業者経営発達

支援融資などの伴走型支援に取り組んでいます。

　評価検討委員会では事業の評価、改善、見直しを行

うとともに、新年度の経営支援計画の検討や事業の実

行に向けて具体的な実行計画を策定するために開催さ

れました。

　この日は、平成27年度事業の実績報告と平成28年

度事業計画について検討され、工業製品の展示会、地

元土産品等のいばらきマルシェでの展示即売など外へ

発信する事業として地元の優秀な事業者の製品紹介の

機会創出など、経営発達支援計画の目的である小規模

事業者への伴走型支援と地域活性化へむけての取組み

などについて意見交換されました。


